
   

 

持続可能な冷房普及を目指したワークショップ 

サービスとしての冷房（Cooling-as-a-Service） 

 

日時：2026年 6月 15日（月） 10:00〜15:30 

主催パートナー：インド政府電力省 エネルギー効率局（BEE）、エネルギー効率サービス有限会社

（EESL）、国連環境計画（UNEP）、バーゼル持続可能エネルギー機関（BASE） 

※BASEは UNEP協力センターであり、CaaSグローバル・イニシアティブを実施したグローバルチー

ム 

会場：Marigold Room : Habitat World at India Habitat Centre, Lodhi Road. New Delhi 

H6QG+H8V, Lodhi Rd, Institutional Area, Lodi Colony, New Delhi, Delhi 110003, India 

 

背景と目的 

インドは 2050年までに世界最大の空調消費国となる見込みであり、冷房需要がピーク時電力需要の

45%を占めると予測されています。商業施設、小売、データセンター、コールドチェーン、農業など主

要成長分野に牽引され、従量課金型のサービス・ビジネスモデルである「Cooling-as-a-Service

（CaaS）」がインドで注目を集めています。インド冷房行動計画（ICAP）は、低 GWP冷媒を使用し

た高効率冷房システムの普及促進、非従来型技術の導入、メンテナンス強化による効率改善・冷媒漏洩

低減を実現する革新的なビジネスモデルを推奨しています。 

CaaSモデルにおいては、第三者プロバイダーが初期資本投資を行い、顧客に代わって高効率な冷房機

器を所有・維持管理します。顧客は使用量に応じた固定・変動の月額料金を支払い、CaaSプロバイダ

ーは高い信頼性、性能基準、エネルギー効率、低コストの冷房を保証します。インドのような国におい

て CaaSは、大規模な地域冷房システム等の普及に向けた重要な架け橋となり得ます。 

Keppelや Daikinなどのグロバール企業がインドでの CaaSプロジェクト実施に向けた投資と専門知識

を提供する先駆者となっており、Tata Power、Adani Cooling、Smart Joules、EESLなどの大手国内企

業も CaaS分野に参入しています。EESLは、アジア低炭素建築移行（ALCBT）プロジェクトの実施パ

ートナーとして、インド国内で 60件の冷房プロジェクトを実施する使命を担っています。CaaSの新興

市場が形成される一方で、同分野が市場規模を十分に発揮するにはいくつかの障壁が存在しています。 

本ワークショップでは、政府、地方自治体、開発事業者、業界団体、HVACオペレーター、国際機関な

どのステークホルダーと連携し、以下の目的を達成します： 

• CaaSの定義、ESCOなど他のビジネスモデルとの差異、共通の分類体系と標準化によるインドで

の急速なスケールアップの可能性について基本的な理解を提供する。 

• CaaSのグローバルなベストプラクティスと普及事例を検討する（類似市場で効果を発揮した契約

形態、価格ツール、金融構造、普及啓発・能力開発の取り組みを含む）。 

• 地域冷房における CaaS普及の市場ポテンシャルを理解する（地域冷房 CaaS市場が成立する

か、機会創出に必要な政策・規制措置は何か）。 

https://maps.app.goo.gl/SGkuDb2nSJxGvC9v8


   
• インドにおける CaaS導入の課題とリスクを把握し、ICAP目標達成に向けた公共建築での CaaS

普及拡大に必要な集約機関の役割を含め、インド市場特有の CaaSモデル形成に役立てる。 

 

 

分野別背景 

 

Tabreedや KAERなどの民間企業が、インドでの CaaSプロジェクト実施に向けた直接投資と専門知識

の導入に大きな役割を果たしています。Tabreedはタタ・リアルティと連携し、グルグラムの 350万平

方フィートの商業用不動産開発プロジェクトに対して 30年間の特許契約によって冷熱供給を行ってい

ます。シンガポールを拠点とする KAERは商業ビル、オフィス、ショッピングモール、大学など複数の

サイトで CaaSを展開しています。Keppelは Daikinとの連携のもと、バンガロールのエクソラ・ビジ

ネスパークにて 4,300冷凍トン（RT）のチラープラントの改修・運営を目的とした長期エネルギー効率

改善契約を締結しています。Tata Power、ASCL、EESLもインド全土で CaaSソリューションを展開

すべく市場参入を検討しています。また、Smart Joulesなどのエネルギーサービス会社（ESCO）も

CaaSソリューションを取り入れたビジネスモデルへの転換を進めており、病院（例：KIMSサンシャイ

ン病院との最近のプロジェクト）などへの適用も見られます。 

 

アジェンダ 

時間 セッション 登壇者 概要 

10:00 受付登録   

10:30〜10:40 
（10分） 

開会挨拶 ベンジャミン・ヒックマン 
プログラムマネージャー、
UNEP India 
 
アリジット・セングプタ氏 
BEE局長（調整中） 

UNEP・BEE・EESLよりセッシ

ョンの目的を紹介 

10:40〜11:10 
（30分） 

場面設定： 
CaaSを読み解く 

スディール・ペルラ 
UNEP Indiaシニアアドバイ

ザー 

 
ディミトリス・カラミツォス 
BASE 

UNEPと BASEがインドにおける

CaaSの現状・背景（現行の取り

組みと今後の目標）について説明 

11:10〜12:30 
（80分） 

セッション１： 
公共部門における 
普及状況・市場・ 
定義・課題 

セッションリード：EESL 

 
進行： 

ベンジャミン・ヒックマン 

プログラムマネージャー、
UNEP India 
 
主要発言（調整中）： 

• デンマーク 

• 日本 

• シンガポール 

• アンドラプラデシュ州

／グジャラート州／タ

ミル・ナードゥ州 

EESLが CaaSの定義・範囲を説

明し、公共部門の市場とプロジェ

クトパイプラインにおける障壁を

提示。各地域の取り組みとインド

への応用可能性を議論。 

 
【議論の指針となる質問】 
1. CaaSを活用してインドの公共

部門の冷房市場を即効的に加速す

るには？ 
2. 単発的な取り組みから大規模な

取り組みへと移行するための触媒

要因は？ 



   

時間 セッション 登壇者 概要 

• フランス開発庁

（AfD）／世界銀行
AHEAD 

12:30〜13:30 
（60分） 

集合写真・昼食   

13:20〜14:40 
（80分） 

セッション２： 
市場から実践へ； 
標準化・スケール・ 
支援をめぐる 
動向と課題 

セッションリード：

Keppel/Tata Power（調整

中） 

 
進行： 

スディール・ペルラ 
UNEP Indiaシニアアドバイ

ザー 

 
主要発言（調整中）： 
1. ダイキン 
2. ダンフォス 
3. タタ・リアルティ 
4. EESL 

OEMおよびプライベートプレー

ヤーとインドにおける最新動向・

課題・プロジェクトを議論。将来

の開発における CaaSモデルや、

リスク軽減・投資可能性について

意見を収集。 
 
【議論の指針となる質問】 
1. CaaS市場の持続に向けた開発

事業者・民間主体・公共部門の役

割は？ 
2. CaaSの普及・スケール・拡大

に向けた基準・規制策定における

政策立案者の役割は？ 

14:40〜14:50 
（10分） 

休憩（コーヒー・お

茶） 
  

14:50〜15:30 
（40分） 

閉会セッション： 
実践から意図へ； 
主要な成果と 
次のステップ 

閉会挨拶： 
ベンジャミン・ヒックマン 
プログラムマネージャー 
UNEP India 
 
鎌田 源内 
UNEP/GlobalABC 
アソシエート・プログラムオ

フィサー 

UNEP Climate Change 
Division 
 
ギリジャ・シャンカール 
EESL（調整中） 

公的・民間ステークホルダー双方

が CaaS市場活性化のためのシス

テム構築に向けて取り得る行動を

議論 

15:30〜17:00 
（90分） 
【特別セッシ

ョン】 

CaaSマスタークラス 
（ハイブリッド） 

進行：ディミトリス・カラミ

ツォス、BASE 

 
エマ・ウィンク 
持続可能ファイナンス専門

家、BASE 

任意参加の深掘りマスタークラ

ス： 

• 価格設定手法 

• 契約設計 

• 調達ガイドライン 

• IoT/ソフトウェア要件 

 

本文書は UNEP・BEE・EESLが主催する「サステナブル冷房ワークショップ：CaaS」（2026年 6月 15日、ニューデリー）の最新版

アジェンダです。 


